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 令和７年度第６回　飯南町教育委員会議事録

 １．開会日時 　令和７年９月２５日（木）　開会 14：30　　 閉会 15：35

 ２．開会場所 役場本庁舎

 ３．出欠状況 ○出席者 

教育長：大谷哲也 

教育委員：烏田勝信、熊谷高暢、小野田知子、源知香子 

（事務局）難波社会教育主事

 ４．議題 【議案】 

・飯南町要保護準要保護児童生徒援助費の認定について 

【協議・報告事項】 

・児童生徒の異動について 

・飯南町教育環境基本計画について 

 大谷教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大谷教育長 

 

大谷教育長 

 

 

大谷教育長 

　2学期がはじまりましたが、運動会、学校行事も無事に終了してい

ますが、学校では様々な対策がされ、いろいろとご苦労があったと思

います。9月議会も終わり、教育環境基本計画も議決されて成案とな

りました。10 月に町内 4地区で説明会を開催する予定です。志々小

学校につきましては全体計画の策定とは別に早期に検討すべきと判

断しており、8月 25 日に保護者説明会、9月 1日に志々地区住民への

説明会を行いました。いずれの説明会でも、志々小学校が頓原小学校

へ統合するという方向性についてはやむを得ないとのご理解を得た

と思っており、そうであれば統合時期を明確に示してほしいという

ご意見があり、私からは、児童の学習のすり合わせや通学支援の準備

期間を考えると令和 9 年 4 月の統合がベストとお伝えし、ご理解を

いただいたところです。今後は志々地区関係者で組織する地区協議

会を設置して地域活性化や閉校に向けた取組みなどを具体的に検討

していただくこととしました。今後は、協議会での話し合いを十分に

行った上で、12 月の総合教育会議にて令和 9年 4月の統合について

教育委員会として最終決定をしたいと考えています、 

 

（令和７年度第５回教育委員会議事録について要旨説明） 

 

　議事録の要旨説明をさせていただきましたが、これについて何か

ございますでしょうか。 

 

　それでは議事に移らせていただきます。議案第 8 号飯南町要保護
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大谷教育長 

 

 

大谷教育長 

 

熊谷委員 

 

大谷教育長 

 

熊谷委員 

 

大谷教育長 

 

大谷教育長 

 

大谷教育長 

 

大谷教育長 

 

熊谷委員 

 

大谷教育長 

 

 

 

小野田委員 

 

大谷教育長 

 

 

 

大谷教育長 

 

 

準用保護児童生徒援助費の認定について説明させていただきます。 

 

（議案第 8 号飯南町要保護準用保護児童生徒援助費の認定について

説明） 

 

　説明は以上です。ご意見、ご質問をお願い致します。 

 

　前回の議事録に載っている方でしょうか。 

 

　はい、同一の方です。 

 

　転入日以降にかかる部分について援助できますか。 

 

　実務的に可能であれば対応します。 

 

　議案第 8号については認定ということで進めさせていただきます。 

 

　次に協議報告事項です。児童生徒の異動についてお願いします。 

 

（資料 1により説明） 

　 

　赤名小の 3，4年生は複式ではありませんでしたか。 

 

　5 月に転入があって複式が単式になって、今回のことで更に人数的

には複式になりますが、今年度は今からの変更はできませんので、単

式を継続させていただいています。 

 

　赤名小においても単式で継続することに問題はありませんか。 

 

　赤名小学校としては、単式の場合は教員数が不足しますので、加配

が欲しいところで、要望をしておりますが、今年度は教頭先生にお願

いして進めるしかないといった状況です。 

 

　それでは次に教育環境基本計画についてですが、資料 2 をご覧く

ださい。 
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 大谷教育長 

 

大谷教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大谷教育長 

 

熊谷委員 

 

 

大谷教育長 

 

 

 

 

熊谷委員 

 

 

（資料 2により教育環境基本計画について説明） 

 

保護者の方はずっとお話をしてきましたので早い段階からいつ統合

するのか決めて欲しいという要望でした。住民さんについては、しっ

かりした説明は初めてでしたが、基本的には児童の学習環境の変化

や通学支援等を総合的に判断して令和 9 年 4 月が良いと考えている

ことや、具体的検討を行うには、志々地域協議会を立ち上げて話し合

いをさせて欲しいという提案をさせていただきました。子どもや保

護者がそう思われる、子どもにとってその方が良いというのであれ

ば地域としても後押しをしようというスタンスの会でしたので、そ

のようにさせていただきたいということで、一歩踏み出して行こう

ということになったかなと思っております。今後ですが、この資料と

同じものを 9 月下旬に志々地区と頓原小学校保護者に全戸配布して

います。9月 18 日に全協での説明、19日には自治区長において、住

民説明会の案内と志々小については令和 9 年 4 月ということを報告

させていただいたところです。10 月以降は志々地区協議会での話し

合いを通じていろいろと意見があろうかと思いますが、しっかりと

話し合いをして進めて行きたいと思っております。また教育行政と

しての最終判断ですが総合教育会議に諮ったうえで意思決定をしま

すが、12 月のところでお願いしたいと思っております。資料の中身

については前回の教育委員会でご説明した内容とほぼ変わっており

ませんので、説明は省かせていただきます。 

 

　これについて何かございますでしょうか。 

 

　中学校の統合に関して、いつ統合といったようなことは、いつ示さ

れる予定でしょうか。 

 

　今後、住民説明会をして意見をいただいて、その後、再編検討委員

会というのを立ち上げて、再編検討計画を作っていくという流れに

なっており、中学校の再編については時間がかかるかなと思ってお

ります。 

 

　議員さんが示された新設をする場合の場所や経費は、なんらかの

根拠がないと決められないですよね。 
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 大谷教育長 

 

 

小野田委員 

 

 

大谷教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小野田委員 

 

大谷教育長 

 

小野田委員 

 

大谷教育長 

 

烏田委員 

 

大谷教育長 

 

 

小野田委員 

 

 

大谷教育長 

 

烏田委員 

 

　6 月補正で概算額を掴むための経費を計上して内部調査をしてい

ます。いろんなことを調べて、事業費の把握が必要だと思います。 

 

　説明会の中で町民の方から中学校を一つにするのは反対というよ

うな意見が多数でた場合には、見直しもあり得ますか。 

 

　はい、可能性はあると思います。ただ、議会が議決事項にされ、最

初に教育委員会が示した既存の施設を使用する案は議会としては受

け入れがたい、議会特別委員会で検討された結果、新設が基本であ

り、まちづくり全体からすると来島地区が学校ゾーンだということ

も含めて新設が示されています。議決事項にされており、特別委員会

の意見はあるが、執行部としては既存の施設を使うべきだと言った

としても、否決されますので、議会の意向を尊重せざるを得ない。基

本計画に基づいてどこにどれくらいものを建てるかという議論を進

めたいと思います。 

 

　そこは覆ることはないでしょうか。 

 

　計画自体が覆ることはないと思います。 

 

　町民が署名運動をされた場合などはどうでしょうか。 

 

　署名などもありうるかもしれません。 

 

　議員さんは満場一致ですか。 

 

　はい。満場一致でした。その辺の議会と住民の感覚のずれのような

部分は住民説明会で出るんだろうなと思っています。 

 

　新設について地域の方からは、そこにお金をかけるのかという意

見を多く聞きます。 

 

　そういった意見は出ると思います。 

 

　場所があればいいですが・・。造成からなのでかなりのお金がいる

でしょう。 
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源委員 

 

大谷教育長 

 

 

 

大谷教育長 

 

 

 

 

熊谷委員 

 

 

小野田委員 

 

烏田委員 

 

大谷教育長 

 

 

 

熊谷委員 

 

 

 

大谷教育長 

 

 

烏田委員 

 

 

大谷教育長 

 

 

 

　新設ではなく今ある校舎に増設といったことはありませんか。 

 

　基本計画は、基本は新設ですが、ただ、時間がかかるので、その間

はどちらかの中学校を使うという内容です。いろんな可能性をシュ

ミレーションすることとなると思います。 

 

　執行部は議会特別委員会の意見を尊重することとしております

が、あくまでも我々の出した素案を押し通すというやり方もなくは

ありませんでしたが、そういったやり方は得策ではないと町長以下、

執行部では判断したところです。　 

　 

　金額の提示があった後に住民投票しましょうみたいなことになる

のではと感じます。 

 

　住民の声を聞いていないという意見もあります。 

 

　2 人新しい議員さんがおられますが、同じ意見でしょうか。 

 

　議会のメンバーが変わられたとしても、これまでの流れは、飯南町

議会として責任を持つ必要があると思います。 

　 

 

　満場一致と言いながら議員さんの間では温度差があるようなこと

を聞きます。新設を基本とするけれども今後の議論の中で、変わるこ

ともあるというニュアンスで話しておられるようでした。 

 

　事業費を出した際にあまりにも多いとか、そういった所は再編検

討委員会でお話をしながら詰めていく事になります。 

 

　感覚として金額が示されたら、そのお金は福祉とかインフラ整備

とかもっと別にあるんじゃないかと言われる人がいると思います。 

 

　最初の基本計画素案を示した際に建物を建てるだけの試算で 15億

という計算をしていましたが、造成も含めると想像では 30 億、40億

となった場合には、それでもやっぱり来島エリアで教育ゾーンをつ
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熊谷委員 

 

 

 

大谷教育長　 

 

 

源委員 

 

 

大谷教育長 

 

小野田委員 

 

大谷教育長 

 

 

源委員 

 

大谷教育長 

 

源委員 

 

小野田委員 

 

大谷教育長 

 

 

大谷教育長 

 

 

くるという判断になるのか、別の判断になるのか、今の段階では言え

ませんが、議会からの提案を受け、執行部としてはこれを尊重すると

言って計画を策定した以上は、ここに書いてあることを実現するた

めにはどうすればいいかを分析せざるを得ません。 

 

　計画の中には小学校も 1 校にするようなことも書いてあり、義務

教育学校のようなことを考えておられる議員さんもおられるかと思

います。そうなると規模も変わってきます。 

 

　小中一貫校を想定した建築費、中学校のみとした場合の建設費な

どいろんなパターンをシュミレーションしてみる必要があります。 

 

　現在ある、どこか 1 校の小学校を増築して小中一貫校にすること

はできないでしょうか。 

 

　可能性としてはなくはないと思います。 

 

　来島地区にというのは強いですか。 

 

　中高の連携ということになると、飯南高校が近くにみえたほうが

いいと思います。 

 

　来島小学校を増築しなくても使えるという可能性はないですか。 

 

　将来的に来島小学校を使ってと言うことは、あり得ます。 

 

　現状の施設で小中一貫ができるところがあればいいと思います。 

 

　説明会では志々小の事も詳しく話をされますか。 

 

　はい、しようと考えています。志々地区については一歩進んだ話に

なるので、資料は少し違うかもしれません。 

 

　今後も課題山積ですが、一歩ずつ進めて参りたいと考えておりま

す。 
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 熊谷委員 

 

 

大谷教育長 

 

熊谷委員 

 

 

大谷教育長 

 

 

小野田委員 

 

 

大谷教育長 

 

 

 

 

 

 

大谷教育長 

 

 

大谷教育長 

 

大谷教育長 

 

大谷教育長 

 

大谷教育長 

 

 

小野田委員 

 

 

　この前の志々地区説明会の 25人というのはどういうメンバーでし

たか。 

 

　およそキーマンと思われる方は来ておられたと思います。 

 

　10 月 19 日に予定されている説明会は同じ内容をされる予定です

か。 

 

　その際には一歩進んだ内容になると思います。志々地区協議会の

メンバーや協議内容などの説明になるかと思います。 

 

　先ほどの学校訪問で志々小の校長先生が保護者との個人面談をす

るというお話がありましたが、近々に進めて行く話ですか。 

 

　現在ＰＴＡ会長さんの日程調整待ちです。保護者さんとの全体会

も必要でしょうし、各家庭ごとの面談も必要だと思います。志々につ

いては令和 9 年 4 月という大きな流れができたものの、課題として

は、なるべく一緒にリスタートする方向で持っていきたいのですが、

思いのほか早めに区域外をされる方がおられるようです。そうなる

といろんな意味で支障が出てくると思っています。 

 

　教育委員の皆様にもいろんな情報が入ってくると思いますがよろ

しくお願い致します。 

 

　次にその他についてお願いします。 

　 

（資料 3により 9月議会の報告について説明） 

 

（今後の日程についてレジュメにより説明） 

 

　事務局で用意した資料は以上です。全般的なところで何かござい

ますでしょうか。 

 

　9 月 1 日の志々での説明会の後に、令和 9年 4月よりも早く移動し

たい保護者さんがおられると住民の方から聞きました。次長さんに

はお伝えしましたが、教育委員会としては令和 9 年 4 月というスタ
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大谷教育長 

 

 

小野田委員 

 

 

大谷教育長 

 

 

 

大谷教育長 

 

 

熊谷委員 

 

 

 

大谷教育長 

 

 

 

 

小野田委員 

 

大谷教育長 

 

 

小野田委員 

 

 

大谷教育長 

 

熊谷委員 

 

ンスで行かれるということですか。 

 

　教育委員会としてはいろんなことを考えると令和 9 年 4 月がいい

と思っており、今から話し合いが必要かなと思っています。 

　 

　現在の状況で早く移動を希望されている方がおられることについ

て、全体の説明会では言いませんか。 

 

　区域外就学は本人申請ということもあり、こちらから積極的に言

うようなことでもないと思います、正式に提出されたものでもあり

ませんので。 

 

　我々の立場としては令和 9 年 4 月でないと学びのこしや、急な閉

校などにより不適応が出たりということを懸念しています。 

 

　その時に区域外就学の審議を教育委員会議ですることになると思

いますが、その理由として、1年後に統合するからということについ

て、是とする内容かどうか疑問です。 

 

　校区が決まっている中で、子どもさんや保護者の希望のみで別の

学校へ行くということは認められないと思います。ただ今回は、校舎

の安全性が不安であるという理由で区域外を認めた前例があり、そ

のことは保護者さんもご承知のことと思います。 

 

　これまで区域外申請が認められなかったケースはありますか。 

 

　町内ではないですが、他市町ではあると思います。住所を移してし

ますケースがあるようです。 

 

　教育的に影響があることについてもう一度保護者さんへ説明され

たほうが良いかと思います。 

 

　学校からお伝えしていただく方がいい場面はあると思います。 

 

　高尾小学校はいい形で統合されたように思います。 
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 烏田委員 

 

 

小野田委員 

 

 

 

 

大谷教育長 

　学校や教育委員会からではなくて保護者からまとまって一緒にや

ろうやという声が出るといいと思います。 

 

　以前に区域外就学された家庭は地域でも、子ども行事にほとんど

参加されなくなられていて、そういうのを見ていると良いことでは

ないなと思います。子どもだけでの問題でなく地域で暮らすという

所もありますので。 

 

　その他よろしいでしょうか。本日はこれで終了いたします。 


